
GS1ヘルスケアジャパン協議会オープンセミナー

動き出したバーコード表示の法制化

～より高まる医療分野のトレーサビリティの確立～

現在､患者安全､医療の効率化等のため､GS1標準バーコードを医療分野で活用する動きが､世界中で進捗
しています｡米国､欧州はもちろん､アジア各地でも､バーコード表示に関する具体的な規制の検討が行われて
います｡

日本では､世界に先駆けて医療分野でGS1標準バーコードを採用しましたが､今､その表示をさらに確実にし､
かつ､医療機関で実際に活用するための取り組みが行われています｡

今回のセミナーは､すでにGS1標準バーコードを活用している医療機関の取り組みとともに､バーコード表示
の法制化に関する最新の動き､医療機関におけるバーコード活用促進のための実証実験の状況を紹介し､日
本における医療分野でのトレーサビリティを､より確立することを目指します｡

参加者一般募集は､(一財)流通システム開発センターHPにて行います｡

http://www.dsri.jp/gshealth/seminar/

【プログラム】 ※ 変更となる場合がございます｡

テーマ 講師 時間

開会挨拶
GS1ヘルスケアジャパン協議会
会長 落合 慈之

-13:30-
13:45

バーコード表示に関する
厚生労働省の施策

厚生労働省 医薬･生活衛生局医薬安全対策課
安全使用推進室 室長 江野 英夫様

-13:45-
14:30

GS1データマトリックスを活用した
手術用器械管理と今後の展望

東京医科歯科大学 医学部附属病院
材料部 副部長 久保田 英雄様

-14:30-
14:55

休憩 10分
医療機器トレーサビリティデータバンク

利活用実証事業の取り組み状況
国立国際医療研究センター
情報基盤センター長 美代 賢吾様

-15:05-
15:30

手術室の薬剤管理における
GS1データバーの活用

大阪大学 医学部附属病院
病院教授 高階 雅紀様

-15:30-
15:55

UDIのあるべき姿とその実現に向けて
京都第二赤十字病院
消化器科副部長 医療情報室長 田中 聖人様

-15:55-
16:20

休憩 10分

パネルディスカッション
～より高まる医療分野の～～
～～トレーサビリティの確立～

GS1ヘルスケアジャパン協議会 会長 落合 慈之 (進行)
GS1ヘルスケアジャパン協議会 主査 中田 精三
東京医科歯科大学 久保田 英雄様
国立国際医療研究センター 美代 賢吾様
大阪大学 医学部附属病院 高階 雅紀様
京都第二赤十字病院 田中 聖人様

-16:30-
17:10

閉会 17:10

日 時 : 2019年3月12日(火) 13:30～17:10 (開場: 13:00)
場 所 : KFC Hall (都営大江戸線両国駅 徒歩1分)
参 加 費 : 無料

一般募集: 2019年2月1日(金) 開始

定 員 : 250名
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